




研究目的 

 わが国の未熟児網膜症,ことに視覚障害に至る重症例の発生状況の年次的推移を把握す

る目的で,未熟児綱膜症患者の比較的多く来院する慶大眼科外来における過去 5 年間の患

者の推移について検討した。さらに,本研究の目的は,本症が社会的に問題となった時に眼

科医,ことに本症の研究を行っている眼科医のいる病院には患者が殺到し,診療に支障をき

たす恐れがあることが指摘されたが,果してその予想が正しかったか否かを知る 1 つの重

大な目安となる考え,本研究を施行することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


